
【教材資料】 「ぼうさいこくたい」をきっかけにした地域の防災力アップ

セッション（取組紹介）

防災訓練・体験

防災車両展示

※写真はイメージですどんな大会をめざしているの？

災害の経験を未来に生かし、みんなで助け合って命を守る大切さを学び、
鳥取県の防災と魅力を広く伝える大会にしていきます。

○防災の知えやくふうをみんなで学ぶ
鳥取県では、中部地震をきっかけに、被災した人の生活を支える取組や、地域で助け合うための地図づくりなど、
いろいろな防災の工夫が行われてきました。そうした鳥取県ならではの取組を紹介し、全国から集まった団体が、
それぞれの防災のアイデアや活動を学び合います。

○若い人や女性も防災で活やくする
防災は、大人だけがするものではありません。この大会では、若い人や女性の力もとても大切にしています。
たとえば、避難所をどう運営するかを考えるゲームなど、若い人たちが中心になって進める防災活動があります。
いろいろな立場の人の考えを取り入れて、みんなで地域の防災をよりよくしていきます。

○大会をきっかけに地域の防災力を高める
この大会は、その日だけで終わるイベントではありません。
大会をきっかけに、県民のみなさんが防災についてもっと考えるようになったり、地域での防災活動がもっと
元気になったりして、これから先も続く「強い地域づくり」につなげていきます。

○鳥取県のよさも伝える
防災だけでなく、食べ物や産業、地域のイベントなども紹介し、鳥取県の魅力を県外の人たちにも知ってもらいます。

「ぼうさいこくたい」って何？？

○ 「ぼうさいこくたい」は、防災について学ぶ日本最大級の

防災イベントです。

○倉吉市のエースパック未来中心と県立美術館等を会場に、

全国の特徴的な取組の発表や参加型のワークショップ、

防災に関する車両展示などを行います。

○会場周辺では、親子で楽しみながら防災について学ぶ防災

訓練・体験コーナー、鳥取県の企業が参加する防災産業

コーナー、鳥取のグルメが楽しめる食コーナーも作ります。

○ちいわか総選挙の選挙結果も展示します。お楽しみに！

災害経験を後世に伝承し、そなえる
「とっとり災害記録伝承ポータル」
を公開中→



鳥取県の取組の一例

①防災訓練や啓発イベント、広報誌等を通じて、
日頃の備えの大切さを発信

③消防団・自主防災組織の支援、防災士の養成 ④「支え愛マップ」の作成支援
避難所運営ゲーム（ＨＵＧ：ハグ）の策定・貸出

◆県民が「支え愛マップ」づくりを通して、平時での高齢
者･障がい者などの見守り活動を充実させるほか、災害
時の避難支援体制を構築する。

◆「HUG（ハグ）」は、避難者の年齢･性別、国籍などが
記載されたカードを、学校の体育館や教室を想定した紙
上に配置し、避難所で起こる出来事にどう対応するかを
模擬体験できるゲーム。地域や学校に貸出中。

◆消防団の消防技術向上を目的とした大会開催のほか、
地域の防災研修会や避難訓練などに専門家（県自主防
災活動アドバイザー）を派遣し、講演･助言を実施。
◆地域や職場の防災訓練、災害時の避難誘導などで
リーダーシップを発揮する防災士の養成やスキルアップ
のための研修会を実施。

◆県民の防災に関する意識の高揚を目的に、防災フェス
タ（防災訓練・啓発イベント・展示体験ブース）を開催。
◆県政だよりや県のホームページ等でも日頃の備え（備
蓄、避難所の事前確認等）を紹介。

⑥危機管理関係情報をまとめた鳥取県防災
アプリ「あんしんトリピーなび」

鳥取県内の防災情報などをプッシュ通知でお知らせす
るアプリ。お知らせのほか、現在地からの最寄りの避難
所へのルート検索、河川・道路のライブカメラ映像の確
認など、災害時にも役立つ情報を発信しています。多言
語（９言語）にも対応。

②地震体験車を活用した自助意識の醸成

◆地震の模擬体験ができる起震車「３代目グラットくん
（R8～）」を導入し、地域の防災イベントなどで地震の模擬
体験の機会を提供。
◆過去に鳥取県中部や西部で発生した地震のほか、
将来発生する可能性のある南海トラフ地震等を想定した
揺れを３次元で再現可能で、県民の自助意識の醸成や
防災教育で活用中。

※鳥取短期大学学生による「支え愛」を
テーマとした親しみやすい車両デザイン

＜共助の取組＞

※少年消防クラブで活躍する県内の小･中学生

＜公助の取組＞

＜自助の取組＞

※「HUG」で避難所運営を体験する学生

⑤避難所等で必要となる物資を備蓄
避難所での避難生活等で必要となる物資を、県と市町
村が連携して備蓄。
【県が備蓄する物資の例】
○簡易トイレ・トイレカー ○炊き出し用資機材

○テント、ベッド ○スターリンク（衛星通信機器）

※市町村は、保存食や水、毛布など、災害が起きた際にすぐに必要
となる物資を中心に備蓄
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